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はしがき

　補償光学装置は、大気ゆらぎによる画像劣化をリアルタイムで補償するための装置

として、中・大口径以上の望遠鏡においては必須の装置といっても過言ではない。し

かしながら、現在実用化されている補償光学装置は非常に高価なため、わが国で補償

光学装置が装備されているのはすばる望遠鏡だけという現状である。補償光学装置が

高価となってしまう原因は、波面検出・波面計算・可変形鏡駆動のために高価な専用

のハードウェアが必要となるためである。そこで本研究では、専用ハードウェアの代

わりに標準的なPC用いたシステムを作ることを目的としていた。このため、装置が非

常に低コストになり、研究用天文台のみならず、一般公開用天文台への普及も大いに期待

できる。

　本研究では、実際に補償光学装置を組み上げ、装置を駆動するのに必要な波面センシ

ングと鏡面制御を行うソフトウェアを作成し、実験室でのシミュレーション実験を通し

て装置を開発した。開発した補償光学装置を飛騨天文台での試験観測に適用し、装置が

有効に動作することを確認した。装置の詳細と性能については取りまとめ、すでに論文

として公表してあるので、そちらを参照されたい。

　本研究を遂行するに当たり、太陽観測に際し便宜を図っていただいた京都大学飛騨天

文台のスタッフの皆さんに心より感謝いたします。また、装置の開発に多大な協力を頂

いた学生諸君に感謝いたします。
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